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１．授業のねらい・概要

経済学，経営学などの分野で用いられる，さまざまな数学的な考え方や数学的手法を理解し，応用するための有効な

数学の知識を学ぶ。

２．授業の進め方

講義形式

３．授業計画

１．１次方程式，２次方程式

２．１次関数，２次関数

３．関数の最大化

４．分数関数

５．無理関数

６．関数の生成，逆関数，合成関数

７．制約があるときの最適化問題

８．等差数列，等比数列

９．数列の極限

10．指数関数

11．対数関数

12．関数の極限

13．微分の定義

14．微分の経済学への応用

15．微分と関数の増減

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

授業前に教科書の該当する部分に目を通しておくこと（各回１時間程度）。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

標準解答若しくは解説を提示し，又は本人解答を返却する。

６．授業における学修の到達目標

１．経営学などの分野で用いられる数学的な考え方の基礎を理解できるようになる。

２．経営学などの分野で用いられる基本的な数学的手法を扱うことができるようになる。

７．成績評価の方法･基準

定期試験の点数（80～100％）と平素の活動状況（0～20％）で評価する。

８．テキスト･参考文献
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９．受講上の留意事項

履修者の学修時間が「学則が規定する学修時間（2 単位 90 時間）の三分の二（60 時間）に満たない」と科目担当者

が判断した場合には，「本科目を履修した」といえないので，定期試験を受けられない。

出席１回について，学修時間は 6時間（授業での学修が 2時間,授業外の学修が 4時間）を算入する。

欠席の場合，授業での学修は 0 時間であるが，「証明書等を完備した欠席届が，欠席後最初の授業出席時までに提出

された場合」に限り，授業外の学修は 2時間または 4時間（時間数は欠席理由等で変わる）を算入する。

遅刻・早退の場合，授業での学修は 0時間または 1時間として算入することがある。


